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は
じ
め
に

ラ
ス
ー
ル
朝
下
イ
エ
メ
ン
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
洋
交
易
研
究
と
比
し
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
史
料
の
制
約
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
『
知
識
の
光
』
と
『
ム
ァ
イ
ヤ
ド
帳

簿
』
に
よ
っ
て
、
研
究
の
裾
野
が
急
激
に
拡
大
し
た
。
ヴ
ァ
レ
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
網
羅
的
に
用
い
、
ア
カ
ネ
の
物
流
や
タ
イ
ッ
ズ
の

ス
ル
タ
ン
へ
の
食
材
供
給
、
都
市
間
を
往
来
す
る
ラ
ク
ダ
引
き
に
つ
い
て
考
察
し
、
都
市
と
都
市
を
結
ぶ
交
通
網
が
ラ
ス
ー
ル
朝
支
配

者
層
の
た
め
に
配
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
結
果
と
し
て
こ
の
交
通
網
は
人
々
の
生
活
に
大
い
に
寄
与
し
、

イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
富
の
還
流
（FirFXlatiRQ GeV EieQV

）
を
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
レ
の
考
察
で
は
、「
宮
廷
へ
の
食
材

供
給
元
」
の
実
態
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
レ
が
示
し
た
交
通
網
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
産
物
が
ど
こ
か
ら
宮

廷
へ
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
、
供
給
元
に
は
何
ら
か
の
偏
り
が
存
在
し
た
の
か
、
存
在
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
に
求
め
ら
れ

る
の
か
。

本
章
で
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
宮
廷
食
材
の
供
給
元
を
探
る
と
同
時
に
、
一
三
世
紀
の
ラ
ス
ー
ル
朝
下
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
地
域

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
を
食
材
の
輸
送
と
い
う
事
象
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
食
材
の
産
地
と
集
散
地
、
そ
し
て
宮

1
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地図 4　ラスール朝期イエメンの交通路

＊Vallet 2010: 753をもとに筆者作成。
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廷
と
の
つ
な
が
り
に
着
目
し
、連
結
の
機
能
と
関
係
の
あ
り
方
を
世
界
大
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
と
同
様
に
検
討
す
る
た
め
に
、「
地

域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
語
を
用
い
る
。

す
で
に
第
1
章
に
お
い
て
、
様
々
な
香
料
・
香
辛
料
類
が
イ
ン
ド
洋
周
縁
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
宮
廷

食
材
の
大
半
は
、
イ
エ
メ
ン
の
様
々
な
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
本
章
で
は
ま
ず
、『
知
識
の
光
』
所
収

の
宮
廷
へ
の
食
材
供
給
に
関
わ
る
記
事
よ
り
各
種
食
材
の
詳
細
情
報
を
抽
出
し
、
供
給
元
と
品
目
数
、
供
給
先
の
三
つ
に
着
目
し
て
分

析
す
る
。
次
い
で
、
四
つ
に
大
別
で
き
る
食
材
供
給
元
に
つ
い
て
、
供
給
さ
れ
た
食
材
の
詳
細
や
そ
の
地
理
的
な
状
況
に
関
す
る
検
討

を
行
う
。
宮
廷
へ
の
食
材
供
給
と
い
う
事
象
を
軸
と
し
、
数
量
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
一
三
世
紀
の
ラ
ス
ー

ル
朝
下
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
地
域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
が
、
従
来
よ
り
も
詳
ら
か
に
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

1 ―「
宮
廷
へ
の
食
材
供
給
記
録
」
と
供
給
元
別
宮
廷
食
材

　
「
宮
廷
へ
の
食
材
供
給
記
録
」

本
章
で
主
と
し
て
用
い
る
史
料
は
、
第
1
章
と
同
様
に
、『
知
識
の
光
』
所
収
の
「
宮
廷
へ
の
食
材
供
給
記
録
」
約
六
〇
点
で
あ
る
。

こ
の
記
録
群
は
、
遠
方
へ
送
ら
れ
た
布
告
書
（P

arVǌP

）
や
調
達
命
令
書
、
手
当
て
関
連
記
事
と
い
っ
た
様
々
な
文
書
の
写
し
か
ら
成

り
立
つ
。
そ
の
た
め
、
記
事
ご
と
に
書
式
に
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
供
給
元
が
明
記
さ
れ
た
記
事
は
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
体
裁
を

と
っ
て
い
る
。
引
用
文
中
の
コ
ロ
ン
や
囲
み
数
字
は
、
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
ム
ル
ワ
（al�'

XP
lXZ

a

）
に
い
る
、
タ
ワ
ー
シ
ー
・
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
の
御
方
（MiKa al�৬aZ

āVKƯ ‘$
]Ư] al�'

aZ
la 3
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5
a\তāQ al�/XTP

āQƯ

）①

（
中
略
）

家
族
（al�‘i\āl

）
や
ハ
ー
デ
ィ
ム
た
ち
、
タ
ワ
ー
シ
ー
の
手
当
て
②

ミ
フ
ラ
ー
フ
（0

iNKlāf

）
―
ア
ラ
ビ
ア
小
麦
：
七
一
一
〇
ザ
バ
デ
ィ
ー

ザ
ビ
ー
ド
―
一
一
種
類
。
タ
マ
リ
ン
ド
（তXP

ar

）：
一
九
五
ラ
ト
ル
、
ザ
ク
ロ
：
三
〇
〇
ラ
ト
ル
③
（
後
略
）

こ
れ
は
、
宮
廷
縁
者
の
女
性
に
対
し
て
行
わ
れ
た
、
手
当
て
の
支
給
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
記
事
冒
頭
の
①
に
よ
っ
て
、
彼
女

の
呼
び
名
や
居
住
地
、
す
な
わ
ち
食
材
の
供
給
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
②
に
は
、
供
給
品
目
の
用
途
、
内
訳
が
書
か
れ
て
い

る
。
③
に
は
、
供
給
品
目
名
や
そ
の
供
給
元
、
分
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
供
給
元
別
宮
廷
食
材
や
雑
貨
類
、
用
具
類

前
項
で
引
用
し
た
記
事
内
容
を
整
理
す
る
と
、「
供
給
元
：
ミ
フ
ラ
ー
フ
、
供
給
品
目
：
ア
ラ
ビ
ア
小
麦
、
供
給
先
：
ド
ゥ
ム
ル
ワ
」、

「
供
給
元
：
ザ
ビ
ー
ド
、
供
給
品
目
：
タ
マ
リ
ン
ド
（তXP

ar

）、
供
給
先
：
ド
ゥ
ム
ル
ワ
」、「
供
給
元
：
ザ
ビ
ー
ド
、
供
給
品
目
：
ザ

ク
ロ
、
供
給
先
：
ド
ゥ
ム
ル
ワ
」
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
供
給
元
の
地
名
を
確
認
で
き
る
食
材
や

雑
貨
類
、
用
具
類
を
抽
出
し
、
そ
の
供
給
元
ご
と
に
分
類
し
た
う
え
で
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
5
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、
五
つ
の
列
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
左
か
ら
、
供
給
元
の
地
名
、
分
類
（
供
給
品
目
を
分
類
し
た
名
称
）、
供
給
品
目
名
、
供
給
先
の
地
名
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
情
報
の
典
拠
、
の
順
に
書
か
れ
て
い
る
。
典
拠
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
供
給
元
と
供
給
品
目
、
供
給
先
の
三
つ
の
情

報
が
一
致
し
た
項
目
を
一
つ
と
し
て
数
え
挙
げ
る
と
、
総
項
目
数
は
四
四
五
と
な
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
表
に
も
と
づ
い
て
、
供
給
元

と
供
給
先
に
着
目
し
た
分
析
を
行
う
。

4

5

6

7

8


